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1974年 Mexicoの Acapulcoで第 5回国際肝臓研究会が開催されたが，本書は
その際の proceedingsを集録したもので，同時にこの研究会を主催した Mexico 
Cityの Dr.Luis Laudaおよび彼の協力者達の尽力によりわれわれがかねて渇
望していた肝胆道疾患の Nomenclature，Diagnostic Criteria ancl Diagnostic 
Methodologyの標準化の討議が併せて行われており，その成果が小冊子としとし
てまとめられ，本書に付録されている。本研究会は全くの closedsectionで，参
加者も SherlockS.，Popper H.らを始め世界の鈴々たる肝臓学者が殆んど網羅さ
れており，本書に掲載されている論文はいずれも今日の新しいトピック的な問
題ばかりがとり上げられている。 これらの論文の内容をすべて紹介することはで
きないので，とくにわれわれにとって身近かで興味深く思われたものの数篇をと
り上げて紹介するにとどめる。 
Popper H.らは Vinyl-chloride重合労働者にみられた肝血管肉腫と肝線維症
を病理組織学的に検討し，肝血管肉腫の前段階としての Banti'ssyndromeの存在
を指摘し，とくに印度やウガンダそして日本において頻度多くみられている Ba-
nti's synclromeが環境的な化学物質に起因しているかどうか今後検討する必要が
あるとしている。 IsselbacherK. J.らはこれまた未解決のまま残されている Idi-
opathic haemochromatosis の metabolic errer説に対して過剰な鉄の多くは 
ferritinとして諸臓器に沈着するが，組織 isoferritinの一定した異常分布の検討
から，これらは獲得性の現象であって恐らく長期間の鉄の過剰負荷により惹きお
こされた異化ないし蓄積の比較的増加によるものと推論している。免疫関係では 
Meyer zum Buschenfelde K. H.らは， ウサギ肝特異抗原に対する細胞性免疫
反応は肝の形態学的変化とよく相関するが，血清中の抗体とは相関しない。肝傷
害を有する動物は肝細胞上に membrane-fixedIgGを示すなどの興味深い成績を
提示しており， 実験的な chronicacti ve hepati tisが自己肝特異抗原に対する細
胞性免疫の結果であるとしていたが， Mac Sween R. N. M.らは MacLeanら
の方法を用いて実験的肝硬変モデノレにおいて体液性および細胞性免疫の変化は肝
硬変の二次的表示に過ぎず，それらはいずれも肝硬変の進展-には病図的に関係して
いなし什とするなど相反する意見を述べている。 これらに対して ZettermanR.ら
はアノレコーノレ性肝炎が自己免疫機序を解明する理想的なモデ、ノレとして注目してお
り，アノレコール性肝炎患者からの感作されたリンパ球は培養された Chang肝細胞
に対して cytotoxicであり，これにアルコーlレ硝子体を加えるとその cytotoxicity 
はブロックされるとし， また EclcllestonA. L.W. F ，Williams R.らはウサギ
およびヒトの肝特異抗原が共通の抗原決定基をもつことに着目， microtoxici ty 
assayにおける targetcellとしてウサギの遊隊肝細胞を使用し， chronic acti ve 
hepatitisや PBC患者からのリンパ球の cytotoxicityを検討しており， これら
はいずれも自己免疫機序による肝細胞破壊を理解する上で興味深い知見と思われ
る。 Arias I.M.らの研究成果も目覚ましいが，彼らは homogenousrat liver 
ligandinおよび monospecifican ti-liganclin IgGを用い， isoelectric focusing， 
ion-exchange chromatographyあるいは immunoprecipitation を馬区使して rat 
liganclinから clichloronitrobenzeneGSH transferaseを95%以上分離に成功， 
liganclinは基質としての dichloronitrobenzeneに関して少なくとも 1つの GSH 
transferaseではないと結論している。この他種々の有機陰イオンの肝臓での摂
I弘 前:内il輸送，エタノー ノレ， HEl汁酸代謝に関するもの，治療面でも人工肝，肝移
殖， J胆石溶解， ウイノレス性肝炎に対寸るワクチンの進歩など最新の知見が掲載さ
れており， 1t上二界の趨勢を知り， 研究を進める上で有益な示唆を与えてくれるもの
と 思われる。(，J、日長田平日郎)
(千葉医学部， 195-196，1977) 
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